
今
年
度
３
回
目
の
学
校
運
営

協
議
会
を
２
月

日
（
月
）
に
行

28

い
、
次
年
度
の
経
営
方
針
を
承

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
度
の
重
点
は
、「
主
体
的
に

行
動
す
る
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

生
徒
の
育
成
」
で
す
。
こ
れ
を
達

成
す
る
た
め
に
、
①
自
ら
進
ん
で

学
び
、
考
え
、
追
求
す
る
生
徒

（
知
）
②
多
様
な
個
性
・
価
値
観

を
受
容
し
、
互
い
に
高
め
合
う
生

徒
（
徳
）
③
心
身
共
に
健
康
で
、

困
難
に
打
ち
克
つ
た
く
ま
し
い
生

徒
（
体
）
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
新
た
に「
共
感
的

な
生
徒
指
導
を
基
盤
と
し
た
教

育
相
談
」「
自
然
災
害
に
備
え
る

防
災
・
減
災
教
育
の
実
施
」「
特

別
な
支
援
を
必
要
す
る
生
徒
の

全
教
職
員
の
理
解
と
支
援
体
制

の
充
実
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
生

徒
に
と
っ
て「
楽
し
い
学
校
」
、
教

職
員
に
と
っ
て「
働
き
が
い
の
あ

る
学
校
、
保
護
者
・
地
域
に
と
っ

て「
信
頼
で
き
る
学
校
」
を
目
指

し
ま
す
。

令
和
４
年
度

学
校
経
営
方
針

３
月

日
（
水
）
に
令
和
４
年

16

度
前
期
生
徒
会
役
員
選
挙
を
行

い
、
全
員
信
任
さ
れ
ま
し
た
。
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美馬牛中学校 校長採用

教諭 長 井 祐 之

愛別中学校へ転任

教諭 萩 野 博 貴

東明中学校へ転任

教諭 及 川 優

緑が丘中学校へ転任

教諭 今 﨑 綾 香

西当別中学校へ転任

お世話になりました
４月の人事異動で５名の職員が異動になります。

教頭 大 柄 洋 樹
生徒が物事を真剣に取り組む姿に、感動させ

続けられた３年間でした。また、明るく、前向

きな保護者、学校に惜しみない応援をくださる

地域の方々に支えられて責務を全うすることが

できました。本当にありがとうございました。

今後とも上中への変わらぬご支援をお願いしま

す。

教諭 長 井 祐 之
まじめで素直な生徒達，学校行事や部活動に

熱心に取り組む姿に，この６年間で何度も感動

し，エネルギーをもらいました。また，生徒達

の活動を見守り，応援してくださるこの地域の

温かさも印象的です。多くの方にお世話になり，

感謝しております。ありがとうございました。

教諭 萩 野 博 貴
地域のみなさん、保護者の皆さ

ん大変お世話になりました。私自
身、上富良野中学校では特別支援

担当教諭として６年間お世話になりました。次
の学校でも、上富良野中学校で学んだことを生
かし頑張っていきたいと思います。本当にあり
がとうございました。

教諭 今 﨑 綾 香
元気いっぱいの子どもたちに囲まれて、とて

も充実した５年間でした。保護者、地域の皆様
にも、いつも優しく声をかけていただき、多く
の場面で励まされ、助けていただきました。十
勝岳連峰や豚サガリ、ラベンダーなど、上富良
野の魅力を胸に次の学校でも頑張ります。大変
お世話になりました。ありがとうございました。

教諭 及 川 優
上中で6年間お世話になりました。明るく素直

な子どもたちと生活していて，とても充実した日

々を過ごしました。地域，保護者の皆様方も多く

の場面で協力していただきとても助かりました。

最後の2年間，コロナで上富良野グルメが食べられ

なくなったのが残念です。今後の上中生のご活躍

を心より応援しています。本当にありがとうござ

いました。

上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校
便
り

令和4年3月24日
第12号

日
間
の
短
い
春
休
み
が
終

12
わ
る
と
、
１
、
２
年
生
は
そ
れ
ぞ

れ
進
級
し
、
新
し
い
学
年
、
新
し

い
先
生
と
の
出
会
い
と
な
り
ま

す
。先

日

日
の
第

回
卒
業

12

75

証
書
授
与
式
は
、
卒
業
生
と
保

護
者
と
教
職
員
だ
け
の
多
少
簡

略
化
さ
れ
た
形
で
す
が
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
万
全
を

期
し
な
が
ら
挙
行
し
ま
し
た
。
卒

業
証
書
を
全
員
に
手
渡
し
、

「
夢
」
と
「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し

た
。
３
年
間
の
思
い
出
や
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
親
や
先
生
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
、
卒
業
生
代
表
の「
旅

立
ち
の
言
葉
」
や
合
唱
「
な
ん
で

も
な
い
や
」
で
、
素
敵
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
響
か
せ
、
本
校
を
巣
立
ち

ま
し
た
。

名
の
卒
業
生
は
上

100

富
良
野
を
始
め
、
各
地
で
新
た

な
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

本
日
の
修
了
式
で
１
、
２
年
生

に
は
、
２
つ
お
願
い
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は「
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
で
き
る
生
徒
」
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
凡
事
徹
底
で
す
。

２
つ
目
は「
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
生
徒
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
今

の
優
し
さ
を
忘
れ
ず
に
、
少
々
の

こ
と
で
も
く
じ
け
な
い
強
い
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
上
中
生
の
こ
れ
か

ら
の
成
長
に
多
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
令
和
４
年
度
の
教
職
員

の
人
事
異
動
で
５
名
の
教
職
員

が
本
校
を
離
任
し
ま
す
が
、
４
月

か
ら
の
新
年
度
に
は
、

名
の

85

本
日
修
了
式
を
終
え
ま
し

た
。

日
間
の
学
校
生
活
で
し

208

た
が
、
令
和
３
年
度
に
お
け
る
上

富
良
野
中
学
校
の
す
べ
て
の
活
動

が
終
わ
り
、
明
日
か
ら
は
、
春
休

み
に
入
り
ま
す
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
様
々
な
制
約
が

あ
っ
た
１
年
間
で
し
た
が
、
保
護

者
・
地
域
の
皆
様
方
に
は
本
校
の

教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
生
を
迎
え
ま
す
。
在
校
生

は
も
ち
ろ
ん
期
待
に
胸
膨
ら
ま

せ
る
新
入
生
が
入
学
の
喜
び
を

実
感
で
き
る
よ
う
に
、
教
職
員
み

ん
な
で
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

４
月
６
日
に
着
任
式
、
始
業

式
そ
し
て
午
後
か
ら
入
学
式
と

令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
令
和
４
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

本
来
は
卒
業
式
の
後
半
に
行

う
は
ず
だ
っ
た「
別
れ
の
集
い
」
を

卒
業
式
前
日
の
３
月

日
（
金
）
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に
行
い
ま
し
た
。

現
生
徒
会
役
員
と
前
生
徒
会

役
員
が
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
で
踊
っ

た
り
、
ス
ラ
イ
ド
で
３
年
生
の
中

３
年
生
を
送
る
会

り
ま
し
た
。
学
校
や
先
生
に
ち

な
ん
だ
問
題
が
出
題
さ
れ
、
生

徒
は
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
挙
手

す
る
形
で
参
加
し
ま
し
た
。

最
後
は
合
唱
交
流
で
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が

一
堂
に
会
す
る
の
は
こ
れ
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
生
活
を
振
り
返
る
映
像
を

流
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

右
の
写
真
は
生
徒
会
が
企
画

し
た
、「
叩
い
て
被
っ
て
じ
ゃ
ん
け

ん
ぽ
ん
」
の
場
面
で
す
。
選
抜
さ

れ
た
選
手
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
対
戦
し
ま
し
た
。
優
勝
者
は
３

年
生
の
佐
藤
小
春
さ
ん
で
し
た
。

生
徒
会
が
用
意
し
た
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
も
盛
り
上
が

卒業生からの別れの言葉

校
長

富

永

浩

司


